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廃タイヤ類の処理 
 

【基本的事項】 

 津波災害においては、流された自動車や自動車修理工場またはタイヤ販売店等由来のタイヤが大量

に発生する。 
 タイヤはリサイクル専門業者ルートによるリサイクルが進んでいる。 
 タイヤはその中空構造から嵩張るため、仮置場では十分なスペースを確保しなければならない。 
 タイヤ及びホイール自体は、非常に性状の安定した製品であり、人体及び環境に対する危険性は低

い。しかし、膨大な量が発生する場合、適切な対応が求められる。 
 一度燃えだすと消火が困難なため、十分な火災防止設備を備えるとともに、たまった水が原因で発

生する蚊や悪臭の対策を講じる必要がある。 

【処理フロー】 
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図 1 タイヤ類の処理フロー 

 
 撤去・解体時に発見されたものは、仮置場へ運搬する。 

 自動車についたままのタイヤは、自動車ごと自動車リサイクル法ルートでリサイクルする。 
 タイヤのみの場合は、土砂や泥まみれのタイヤ、それらの付着がないもの、燃え残りのタイヤに分

別する。 
 土砂や泥の付着がないタイヤは、搬出先の受入基準に合うよう選別し破砕等の加工を行い、リサイ

クル業者へ引き渡す。 
 土砂や泥まみれになったタイヤは、水洗いやエアー吹き等を行ってきれいにする。 
 ホイールは分離すれば有価物となるので、できるだけ取り除くことが望ましい。 
 ホイールをはずすには、人力のみでは基本的に難しく、タイヤチェンジャー（手動式または自動式）

を用いることで作業が容易になる。 
 燃え残りタイヤのリサイクルは困難であり、破砕・焼却後、埋立処分する。 


